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1995年1月17日午前5時46分に，野島断層が動くことによって発生した兵庫

県南部地震は，山と海に挟まれた神戸，阪神地域の平坦部に「震災の帯」とよ

ばれる震度7の激甚被災地帯を形成した．なぜそのような帯ができたのかにつ

いて，地震学，地盤学などがその原因について研究を進めている．社会学の立

場からは，その帯が，軟弱な地盤の耕地を宅地化して戦前から形成されてきた

「下町」に重なっていることに注目せざるをえない．老朽した木造住宅，狭隘

な私道，そして，そこにおける高齢者世帯の滞留．今日まさに「インナーシ

ティ問題」を構成している地域なのである．

第1章「被災の社会地図」（宮原ほか）は，被災の激甚性と地域の社会的特性

の関連を芦屋市において考察している．「被害状況」「住宅都市指標（階層

性）」「人口指標」のそれぞれ複数指標をとり，その特徴から芦屋市54町を5つ

の区域に類型化している．そして，「セントラル」地帯の被害がもっとも大き

かったことを，「地震抵抗力」要因，住民の震災前の住環境評価の低さと関連

させながら，あきらかにしている．地震被害の発生諸要因を解明していくこと

をつうじて，それぞれの地域社会が多様な要因から構成され，しかもそれが歴

史的な出来事とともに複雑に累積されていることのリアリティをあらためて表

出している．

第2章「震災直後における死者の分布と地域特性」（碓井）は，地理学的な方

法を駆使して，直接死亡被害が地図上にどのように分布するかを見ていく．ま

ず，町域別に死者数をカウントし，東灘区甲南町5丁目の178人をはじめ20人を

越える死者を出した町丁が28（町丁数の3％）であり，ここに死者数の21％が集

中していることをあきらかにしている．そして，それはGIS（地理情報システ

ム）によって地図化されている．さらに，年齢層別の集計，建物被害との関連，

町丁の居住地特性との関連を考察し，あらためて老朽，狭小住宅の密集地域で

高齢死者が多かったことを確認している．

死者の検死は，兵庫県監察医，日本法医学会派遣医師団，一般臨床医によっ

て厳しい状況のなかで行われていった．神戸市では，3,651名の死者のうち，

窒息死54％，圧死12％に内臓損傷，全身打撲を加えると圧迫による死亡は76％

にのぼるとされている（上野 1995）．また，住宅被害については，地震直後よ
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り都市計画学会と建築学会合同の「被害実態緊急調査」が行われた．2月7日現在，

全壊8万1,260棟，半壊6万2,071棟という数字が把握された．しかし，これは棟

数レベルであり，また建築用途も住宅とは限らないので住宅被災戸数は不明で

あった．都市住宅学会はこの原データをもとに被災住宅戸数の把握を行った．

その結果，たとえば西宮市では，全壊1万6,015戸，半壊1万2,744戸，一部損壊

2万8,627戸とされた（塩崎 1995）．これを兵庫県の調査（「序」の表1）と比較す

ると，全壊3万2,593世帯，半壊2万7,276世帯であり，大きな違いがあることが

わかる．合計数はそれほど大きな差がないことから，全壊，半壊などの倒壊度

の認定にかなりの違いがあることがわかる．それが公費瓦礫撤去（結果的に補

修よりも新築再建を促進した），仮設住宅・復興公営住宅の建設数に大きく影響

する数字である．学会による調査は，学生のボランティア的活動にもとづく大

学の研究室によるものであり，兵庫県による集計は，行政職員による罹災証明

認定作業によるものであろう．ともあれ，倒壊度の認定と被災住宅戸数の把握

をいかに迅速，正確に行うかは今後にひきつづく課題である．

そして，死亡被害と住宅被害のデータの重合は，第1章，第2章とも町単位で

行われ，第2章では，他の研究成果を踏まえて，さらに堅牢（非木造）・非堅

牢（木造），全壊か否か，で4,885人が分類され，また，アンケートで分析が深

められている．地理学者によるその他の研究として，高橋（1997）は，灘区，

東灘区について，住宅種類と年齢層別死者数をクロス集計して特徴を把握して

いる．個々の死者とその住宅被害状況，死亡状況との重合は，未完の仕事とし

てなお残っている．
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